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55（1980）年頃の約 24億 1,500万円の漆器の年間販売額は、平成 23（2012）年には 6億
9,000万円にまで減少している(図 1)。平成 26（2014）年の高岡漆器製造業従事者 47名の






                                                   
2 伝統工芸高岡漆器協同組合 HP「高岡 漆物語」より（http://shikki.ec-net.jp/main.html） 




 企業総数 従事者総数 生産額 
平成 13（2001）年 92 227人 1,003百万円 
平成 17（2005）年 75 200人 970百万円 
平成 24（2012）年 36 126人 122百万円 
平成 26（2014）年 32 119人 124百万円 
 
 
高岡市「平成 26年度版 高岡特産産業のうごき」より 
図 1 漆器販売額の推移 
 
  
高岡市「平成 26年度版 高岡特産産業のうごき」より 







































































 高岡漆器の体験一覧は表 2のとおりである。また筆者が体験・ヒアリングを行った 2つ
の工房について詳細に論じる。 
 
表 2 高岡漆器体験メニュー一覧 





































                                                   





































                                                   
5 2018/1/29 有限会社武蔵川工房（武蔵川剛嗣氏）へのヒアリングによる 
6 2018/2/4 漆器くにもと（國本耕太郎氏・折橋治樹氏）へのヒアリングより 
 






































                                                   






















高岡銅器は日本国内の銅器の生産額の 90％を占めているが、平成 2(1990)年の 374.5 億




                                                   






出典：高岡市産業振興部産業企画課「特産産業の動き 平成 26年度版」 
 




表 3 事業所数と従事者数 
○問屋 
 2014(H26) 2012(H24) 2010(H22) 1990(H2) 1985(S60) 前回比(%) 
事業所数(社) 61 68 77 125 135 89.7 
従事者数(人) 555 595 633 1,400 1,599 93.3 
(46)     (47)    (50)  ※()…アンケート回答社数 
○鋳造 
 2014(H26) 2012(H24) 2010(H22) 1990(H2) 1985(S60) 前回比(%) 
事業所数(社) 67 71 79 151 164 94.4 
従事者数(人) 617 615 624 1,573 1,750 100.3 
(40)   (49)    (53) ※()…アンケート回答社数 
○溶接 
 2014(H26) 2012(H24) 2010(H22) 1990(H2) 1985(S60) 前回比(%) 
事業所数(社) 4 4 4 10 12 100.0 
従事者数(人) 4 7 7 21 28 57.1 
 
○研磨 
 2014(H26) 2012(H24) 2010(H22) 1990(H2) 1985(S60) 前回比(%) 
事業所数(社) 17 21 24 49 49 81.0 
従事者数(人) 33 39 42 97 91 84.6 
 
○彫金 
 2014(H26) 2012(H24) 2010(H22) 1990(H2) 1985(S60) 前回比(%) 
事業所数(社) 18 18 22 39 45 100.0 
従事者数(人) 23 22 42 97 110 104.5 
 
○着色 
 2014(H26) 2012(H24) 2010(H22) 1990(H2) 1985(S60) 前回比(%) 
事業所数(社) 36 44 45 69 76 81.8 
従事者数(人) 107 115 122 367 410 93.0 
 
○仕上げ 
 2014(H26) 2012(H24) 2010(H22) 1990(H2) 1985(S60) 前回比(%) 
事業所数(社) 9 11 12 18 22 81.8 
従事者数(人) 15 19 20 46 49 78.9 
 




















                                                   
10 高岡銅器協同組合ホームページより (http://www.doukikumiai.com/skill/index.html) 








の繊維を調合した真土 (まね) という鋳型を作り、約 900℃で焼いた後、
約 400℃に冷ましてから、溶かした金属を流し込む。 
蝋型鋳造法 













































は約 800～4,500 円、所要時間は 30 分～120
分と幅広い体験メニューがある。 
 
表 5 高岡銅器体験メニュー一覧 






3,000 円 60 分 













































写真 3 大寺幸八郎商店での体験の様子 
 






































                                                   






























                                                   
12 「庄川挽物木地(しょうがわひきものきじ・富山県)の特徴-KOGEI JAPAN(コウゲイジャパン)」 
 (https://kogeijapan.com/locale/ja_JP/shogawahikimonokiji/) 2018/3/2 閲覧 
表 6 加盟企業数・従事者数・生産額の推移 
 企業総数 従事者総数 生産額 
平成 13(2001)年 29 75人 334百万円 
平成 16(2004)年 24 65人 不明 
平成 17(2005)年 24 48人 254百万円 
平成 30(2018)年 13 16人 不明 

































工程 8：拭漆塗(写真 5) 
仕上がった白木地に生漆を数回塗り重ね木目を美しく見せる13。 
 




図 6 庄川挽物生地の生産工程     （著者作成） 
 



































                                                   
14 「庄川挽物木地/生産基盤データベース」  
(www.kougeinet.jp/critical_genzairyou.php?SNO=206&kougeihin_id=100&Q2_3=%C6%CA%A1%C
A%A5%C8%A5%C1%A1%CB) 2018/2/23 閲覧 
15 「庄川木工協同組合サイト」より (www.shokoren-toyama.or.jp/~mokkou/about/03.html) 
16 2018/2/13 庄川木工協同組合（但田一彦理事長）へのヒアリングより 
 








































写真 7 実際の体験の様子 
    












































































                                                   


































 平 成 17(2005) 年 か ら 平 成
13(2001)年にかけて越中和紙全体
（五箇山・八尾・蛭谷）の生産額は
                                                   
18 「伝統工芸青山スクエア」(http://kougeihin.jp/item/0902/) 
19 「五箇山和紙の里 HP」（http://gokayama-washinosato.com/about_washi.html）より引用 







































はがき 3 枚を漉く体験（600 円）、夏季にはうちわ作り（1200 円）の 3 つのコースを実施し
ている。うちわづくりは、和紙を漉いた後、うちわの枠組みに張り付ける作業が加わるため、
1 時間程度かかるが、紙すき体験とはがき漉き体験は 15 分ほどで済むため、気軽に取り組
むことができる。 
                                                   
20 2018/2/2 五箇山和紙の里（石本氏・野原氏）へのヒアリングより 
21「五箇山和紙の里 HP」（http://gokayama-washinosato.com/about_washi.html） 
 











































表 9 五箇山和紙体験メニュー一覧 

















写真 8 五箇山和紙の里での体験の様子 
 









































































                                                   
22  うるわし HP より (http://uru-washi.com/)  
23 「FIVE」HP より (http://www.five-gokayama.jp/)  
 
写真 10 五箇山和紙の里売店 
 























井波彫刻協同組合によると、生産額のピークは平成 2～3 年の 20 億円で以後は減少傾向
にある。「全国伝統的工芸品総覧 14 年版、18 年版」によると、平成 13 年度は 14 億円、平











                                                   
24 「井波彫刻協同組合公式ページ」（http://inamichoukoku.com/） 








                                                   
26 2018/02/05 井波彫刻協同組合（亀田依理子主事）へのヒアリングより 
 
井波彫刻協同組合資料より著者作成 






















































































































は 2 枚 1 組で約三ヶ月、獅子頭は約三週間である。 
 
                                                   
27 「井波彫刻協同組合公式ページ」（http://inamichoukoku.com/） 
28 2018/02/05 井波彫刻協同組合（亀田依理子主事）へのヒアリングより 
 












































                                                   
29 「井波彫刻体験 ～木彫手習塾～｜南砺市観光協会｜五箇山」より 
（http://www.tabi-nanto.jp/genre_play_01/post_399.html） 
写真 12 木のぐい呑み作り体験の様子 














表 10 井波彫刻体験メニュー一覧 











  3,500 円～ 
約 1 時間 
 
 
約 2～3 時間 


























約 1 時間 








10,000 円(1 ヶ月) 
約 4 時間 




                                                   
30 2018/02/17 いなみ木彫りの里創遊館（江尻大朗氏）へのヒアリングより 






































                                                   
32 2018/02/05 井波彫刻協同組合（亀田依理子主事）へのヒアリングより 
 
写真 14 楠子供守（右）と子玉守り（左） 
 














の 3 施設をゲストハウスとして提供している。それぞれ 1 日 1 組限定で、価格は 1 泊 1 人
あたり 6,000 円からで、体験料は別途 6,000 円が必要となる。訪日外国人客から人気があ





















                                                   
33  2018/01/29 南部白雲木彫刻工房（南部望氏）へのヒアリングより 























































                                                   
35 『ニューツーリズムの振興｜観光地域づくり｜政策について｜観光庁』 
 (www.mlit.go.jp/kankocho/page05_000044.html) 2018/3/4 閲覧 

































































                                                   
36 産業観光推進会議『産業観光の手法 企業と地域をどう活性化するか』第 1 版 
 株式会社 学芸出版社 2014 年 p43 
37 産業観光推進会議『産業観光の手法 企業と地域をどう活性化するか』第 1 版 
 株式会社 学芸出版社 2014 年 P48 
 
「渡邉 剣真｜屋久島公認ガイド〈屋久島町〉」HPより 
 (www.yakushima-eco.com/log/guide/ 渡 邉 - 剣 真 /#) 
2018/3/9閲覧 
 
写真 16 体験の様子 
 
〇縄文杉 1 日トレッキングコース 
・ガイド：渡邉 剣真氏 
 ・料金：12,000 円 
 ・所要時間：10 時間 
 ・催行人数：1 人~7 人 





















                                                   
38 須田 寛『新産業観光』第 5 刷（株）交通新聞社 2009 年 p73 
 
「農家民宿｜体験施設一覧｜群馬県グリーンツーリズム」より 
 (www.gunma-gt.jp/experience/category/guest_house/) 2018/3/10閲覧 
写真 17 農家民宿の外観 
〇農家民宿 おめんの家 (写真 17) 
・体験メニュー：農作業体験、おめんの絵付け、郷土食作り体験 
・料金：1 泊素泊 3,500 円(税別) 












































  ・参加費：3,000 円(弁当・保険代込みで入浴は別途料金が必要となる) 




































                                                   
39 『ロケツーリズム｜ニューツーリズムの振興｜観光地域づくり｜政策について｜観光庁』 
 (www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kankochi/locatourism.html) 2018/3/10 閲覧 


















                                                   
41 『株式会社 能作｜NOUSAKU CORPORATION』 
 (www.nousaku.co.jp/main/company/)  2018/3/1 閲覧 
42 株式会社能作 取締役兼産業観光部部長 能作千春氏の提供資料より 
 
『新社屋オープンのご案内‐株式会社 能作｜NOUSAKU CORPORATION』より 
（www.nousaku.co.jp/main/news/04102017/) 2018/3/1 閲覧 



















トの体験料金は中学生以上 800 円で、小学生は 500 円となっている。これは目的④で述
べたように、産業観光を通してものづくりを知ってもらいたい 1 番のターゲットが子供
であることからきている。 
                                                   
43 『能作新社屋、来場５万人 高岡、５カ月余りで目標達成  
富山県のニュース｜北國新聞社』2018/3/1 閲覧 
  (www.hokkoku.co.jp/subpage/T20171003203.html) 
44  株式会社能作 取締役兼産業観光部部長 能作千春氏の提供資料より 
 表 12 体験メニュー一覧 




































④ショップ FACTORY SHOP 
  こちらでは新社屋限定商品が充実しており、お土産品としてオリジナル T シャツやキ
ーホルダーやアクセサリーなど低価格商品も新たに開発された。 
 
⑤観光案内 TOYAMA DOORS 











                                                   
45 『株式会社 能作｜NOUSAKU CORPORATION』(www.nousaku.co.jp/main/tourism/nousaku_lab/) 
    











































































                                                   
46 『About us|はんぶんこ 富山県高岡市のモノづくりプラットフォーム』より
(http://hanbunko.org/about_us) 
 
写真 22 鋳造体験の様子 
 




に 2～6 人を受け入れている。以前は、予約なしの短時間で作れる FLAT というブローチの
製作体験(1,500 円)も実施していたが、現在は人手不足のため行われていない47。 




② たかおか x 飛騨 CRAFT SAKE 2 DAYS 
これは、平成 29(2017)























                                                   
47 『Workshop|はんぶんこ 富山県高岡市のモノづくりプラットフォーム』より 
(http://hanbunko.org/category/workshop)  
48  2017 年 11 月 17 日 株式会社はんぶんこ 東海裕慎氏へのヒアリングより 
49 『たかおか x 飛騨 CRAFT SAKE 2 DAYS』
(https://fabcafe.com/hida/events/takaokahidacraftsakedays) 
50  2017 年 11 月 17 日 株式会社はんぶんこ 東海裕慎氏へのヒアリングより 






















































































                                                   
51 2017 年 11 月 30 日 「北陸地域の活性化」に関する研究助成事業 地域づくりセミナー： 富山大学











ある。昨年 2017（平成 29年）年は 9月 23日に開催された。具体的な日程は表 14のとおり
である。 
 






平成 29（2017）年 9 月 23 日（土）9:30－17:30（集合 JR 北陸新幹線新高岡駅、
解散 新高岡駅または JR・万葉線・あいの風とやま鉄道高岡駅） 
会場 富山県高岡市内（コースにより異なる） 
内容 
コース A： スタンダード高岡コース～鋳物から漆器まで～ 
    【原型】嶋モデリング 
【鋳造】小島製作所 
【着色】モメンタムファクトリー・Orii 
    【販売】漆器くにもと 
【漆】武蔵川工房 
コース B： マニアック高岡コース～高岡をもっと知りたくなったあなたに～ 
    【研磨】迅福堂（尾崎迅） 
【金工作家】atelier 山道（青木有理子） 
【着色】色政 
    【漆】アルベキ社 
【販売】大寺幸八郎商店（金屋町） 
コース C：１日職人コース～能作の工場見学と真鍮の鋳物体験！ 
    【鋳造】能作 
費用 
コース A： 9,000 円（昼食含む） 
コース B： 9,000 円（昼食含む） 
コース C：12,000 円（昼食・体験材料費含む） 






伝え、ファンになってもらうことを目的としている52。平成 29（2017）年は 9 月 22 日、23
日の二日にわたって開催され、参加企業は 21社 23工場、来場者数は 511人だったという。







画を 2015（平成 27）年より開始しており、その内容は 2時間で 32社中の二ヶ所の工房を見




















                                                   
52 高岡銅器団地協同組合 未来を考える委員会 HP 2018 年 3 月 9 日閲覧
（https://doukinomirai.jp/event/） 
53 2018 年 2 月 9 日 高岡銅器団地組合 事務局 中山晃氏 ヒアリング調査による 
49 
 
2－3  小括 
 
















































































































































































































































・一人６,000 円～(内井波彫刻体験 2,500 円、ラッピング(五箇山






















































































































































・平成 28(2016)年 5 月、『ミシュランガイド富山・石川(金沢)2016 特別版』が発行されたが、そ




・実施期間は、子供の日の周辺となる 5 月 3,4 日の二日間で人数を限定して行う。 
 
・製作物はお風呂で遊べる木のおもちゃ(形は平たい鏡餅のような感じ)。 











































































































































① 南砺市の小学校 5 年生（指定の学校 1 校） 
② 南砺市の中学校 2 年生（指定の学校 1 校） 













































































































































































































3－5－2 具体的提案  
 
 事業名：体験と井波御朱印巡りツアー  
ターゲット 
























































































































                                                   
54 国立教育政策研究所（http://www.nier.go.jp/17chousakekkahoukoku/index.html） 
 

















































































































































































































2018（平成 30）年 2 月 14 日 
北國新聞  





月 内容 フローチャート 












2 月 ☆研究会（週１回） 
☆先進地視察（輪島） 
☆学習会 2 回 
 講師：東海裕慎氏（はんぶんこ） 
 



































日 項目・品名 訪問先 所属・氏名 
1月 16日（火） 観光全般 氷見市役所 
観光交流・女性応援課 課長 
岡田 基義氏 
1月 18日（木） 庄川挽物木地 庄川特産館 
庄川木工協同組合 理事長 
但田 一彦氏 





1月 29日（月） 井波彫刻 南部白雲彫刻工房 南部望氏 







2月 2日（金） 五箇山和紙 五箇山和紙の里 
道の駅事務局長 野原氏 
和紙職人 石本 泉氏 
2月 4日（日） 高岡漆器 漆器くにもと 
折橋 治樹氏 
國本 耕太郎氏 
2月 5日（月） 井波彫刻 井波彫刻協同組合 
井波彫刻協同組合 主事 
亀田 依理子氏 










2月 13日 庄川挽物木地 庄川特産館 
庄川木工協同組合 理事長 
但田 一彦氏 
2月 17日 井波彫刻 いなみ木彫りの里創遊館 
井波木彫りの里創遊館 取締役 
江尻 大朗氏 
















































































































































































































































































































































































































































































































分  担 
 
岩崎 円花 （1-5, 3-5, 付録, 全体とりまとめ） 
木下 彩  （1-1, 2-2-3, 2-3, 3-1） 
上坂 真由 （1-2, 1-6, 2-2-2, 2-6,  3-2） 
福間 百花 （1-4, 3-4, 4） 
山本 鮎里 （1-3, 2-1, 2-2-1, 3-3） 
阿部 祐香 （付録） 
山本 美咲 （付録） 
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